
　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
５

月
１１
日
東
北
新
幹
線

八
戸
〜
新
青
森
駅

（
線
路
延
長
８１
．８

キ
ロ
）
の
開
業
日
を

今
年
１２
月
４
日
に
決

定
し
た
と
発
表
。
同

時
に
来
年
3
月
導
入

す
る
Ｅ
5
系
新
型
高
速
新
幹
線
車

両
の
列
車
愛
称
を
「
は
や
ぶ
さ
」

に
、
同
車
両
に
１
両
導
入
す
る
ス

ー
パ
ー
グ
リ
ー
ン
の
名
称
を
「
グ

ラ
ン
ク
ラ
ス
」
に
決
め
た
。
決
定

を
受
け
て
青
森
県
知
事
や
青
森
市

長
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
開
始
の
様

子
を
テ
レ
ビ
が
伝
え
て
い
た
が
、

ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
で
喜
ぶ
さ
ま
に

私
は
違
和
感
を
持
っ
た
▼
新
幹
線

新
青
森
駅
開
業
に
伴
う
影
の
部
分

で
あ
る
並
行
在
来
線
は
Ｊ
Ｒ
か
ら

経
営
分
離
さ
れ
、
第
三
セ
ク
タ
ー

鉄
道
会
社
「
青
い
森
鉄
道
」
目
時

〜
八
戸
間
が
青
森
駅
（
線
路
延
長

１
２
１
・
９
キ
ロ
）
ま
で
延
伸
さ

れ
る
。
移
管
さ
れ
る
「
青
い
森
鉄

道
」
は
当
初
か
ら
赤
字
が
予
想
さ

れ
て
お
り
、
極
め
て
厳
し
い
経
営

環
境
に
置
か
れ
て
い
る
。
新
青
森

駅
開
業
は
運
賃
・
新
駅
建
設
・
新

幹
線
と
の
交
通
ア
ク
セ
ス
・
利
便

性
確
保
・
少
子
高
齢
化
・
沿
線
住

民
の
減
少
・
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
多
く
の
問
題
を
か
か
え
て

い
る
に
も
拘
ら
ず
進
展
し
て
い
な

い
。
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
の
維
持
存

続
に
は
地
方
自
治
体
だ
け
で
は
困

難
で
国
の
継
続
的
な
支
援
が
必
要

で
あ
る
▼
今
後
開
業
が
予
定
さ
れ

る
新
幹
線
を
か
か
え
て
る
地
方
自

治
体
の
聞
き
取
り
調
査
を
国
土
交

通
省
が
実
施
し
て
い
る
が
国
の
具

体
的
な
支
援
策
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。
Ｊ
Ｒ
か
ら
経
営
分
離

さ
れ
た
鉄
道
会
社
の
経
営
が
成
り

立
つ
よ
う
な
恒
久
的
支
援
措
置
の

確
立
必
要
だ
。
ま
た
、
八
戸
〜
青

森
間
の
経
営
分
離
に
伴
い
、
大
湊

線
・
八
戸
線
の
Ｊ
Ｒ
経
営
の
あ
り

方
や
配
転
・
出
向
な
ど
の
雇
用
問

題
も
あ
る
。
「
青
い
森
鉄
道
」
移

管
に
む
け
不
安
や
動
揺
を
払
拭
し

安
全
第
一
を
基
本
に
進
め
る
闘
い

を
強
化
し
て
い
こ
う
（
聡
）
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去
る
５
月
２３
日
、
２４
日
の
２
日

間
、
国
労
東
日
本
本
部
主
催
の

「
ブ
ロ
ッ
ク
別
交
流
会
」
が
千
葉

県
の
九
十
九
里
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

１
日
目
は
、
国
労
東
日
本
本
部

弁
護
団
の
海
渡
雄
一
弁
護
士
の

「
最
近
の
労
働
法
制
の
動
き
と
ポ

イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
講
演
を
聞
き
、

そ
の
後
各
地
本
（
地
区
本
部
、
支

部
）
で
の
拡
大
報
告
を
受
け
、
分

散
会
に
入
り
ま
し
た
。
拡
大
報
告

で
は
、
盛
岡
地
本
か
ら
は
青
森
支

部
の
能
登
谷
節
夫
さ
ん
が
国
労
復

帰
と
い
う
自
身
の
経
験
を
も
と
に
、、

「
国
労
復
帰
の
思
い
は
あ
っ
た
が
、

な
か
な
か
踏
み
切
れ
な
か
っ
た
。

け
れ
ど
も
、
今
日
一
緒
に
参
加
し

て
く
れ
た
小
原
分
会
書
記
長
が
背

中
を
押
し
て
く
れ
た
。
自
分
の
経

験
を
広
め
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ

な
会
議
へ
積
極
的
に
参
加
し
た
い

と
考
え
て
い
る
」
と
報
告
し
ま
し

た
。
ま
た
、
分
散
会
は
、
９
班
に

分
か
れ
、
職
場
状
況
や
組
織
拡
大

状
況
を
報
告
し
合
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
前
日
に
引
き
続
き

朝
か
ら
分
散
会
を
行
い
、
組
織
拡

大
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
か
討
論
し
ま
し
た
。
分

散
会
終
了
後
、
全
体
交
流
で
分
散

会
の
報
告
、
各
地
本
の
情
勢
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
盛
岡
地
本
か
ら

は
菊
池
組
織
部
長
が
「
会
社
側
の

小
さ
な
変
化
も
見
受
け
ら
れ
る
。

拡
大
に
は
分
会
活
動
の
活
性
化
が

重
要
と
考
え
る
。
引
き
続
き
、
地

本
は
支
部
へ
、
支
部
は
分
会
へ
足

を
運
ぶ
取
り
組
み
を
強
め
て
い
き

た
い
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
し
た
が
、
各
地
本

の
組
織
拡
大
状
況
や
分
会
活
動
等

を
聞
き
、
ひ
と
り
が
責
任
を
持
つ

の
で
は
な
く
国
労
全
体
で
責
任
を

持
ち
、
組
織
拡
大
に
向
け
粘
り
強

く
継
続
し
た
取
り
組
み
が
大
切
だ

と
改
め
て
感
じ
た
２
日
間
で
し
た
。

　

盛
岡
電
気
分
会　

佐
藤
祐
司

▽
６
月
１７
日

　
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
北
上
地
区
報

　

告
集
会

▽
６
月
１８
日

　
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
宮
古
地
区
報

　

告
集
会

▽
６
月
２３
日
（
盛
岡
）

　

第
１０
回
地
本
執
行
委
員
会
・
第

　

９
回
闘
争
委
員
会

▽
６
月
２３
日
（
盛
岡
）

　

岩
手
県
交
運
労
協
幹
事
会

▽
６
月
２４
日
（
東
京
）

　

第
９５
回
交
運
共
済
通
常
総
代
会

▽
７
月
９
日
（
東
京
）

　

交
運
共
済
東
日
本
事
業
本
部
運

　

営
委
員
会

▽
６
月
１５
日
（
盛
岡
）

　
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
盛
岡
地
区
報

　

告
集
会

▽
６
月
１６
日

　
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
一
関
地
区
報

　

告
集
会

拡大キャッチコピー
「新しい仲間づくりを

皆の力で」
「一緒に解消しませんか、
あなたの疑問。
加入まってます」
































盛
岡・千
葉・東
京
か
ら
76
人
が
参
加



























粘
り
強
く
継
続
し
た

取
り
組
み
の
大
切
さ

色
々
と
葛
藤
し
た
が

復
帰
し
て
良
か
っ
た

　

組
織
内
候
補
の
阿
部
一
男
氏
が

立
候
補
予
定
の
花
巻
市
議
会
議
員

選
挙
が
７
月
１８
日
告
示
、
２５
日
投

票
、
同
じ
く
組
織
内
候
補
の
斎
藤

憲
雄
氏
が
立
候
補
を
予
定
す
る
青

森
市
議
会
議
員
選
挙
が
１０
月
２４
日

告
示
、
３１
日
投
票
で
実
施
さ
れ
る
。

　

阿
部
氏
は
９
度
目
、
斎
藤
氏
は

４
度
目
の
議
席
の
確
保
目
指
し
て

の
立
候
補
。
す
で
に
組
合
員
に
は
、

７
月
に
予
想
さ
れ
る
参
議
院
選
挙

と
あ
わ
せ
取
り
組
み
を
要
請
し
て

い
る
。
関
係
地
区
協
な
ど
と
連
携

し
、
自
治
体
議
員
選
挙
で
組
織
内

候
補
の
当
選
に
向
け
た
取
り
組
み

を
積
極
的
に
展
開
し
て
こ
う
。

（
①
主
な
経
歴
②
主
な
現
役
職
）

▽
花
巻
市
議
会
議
員
選
挙

　

阿
部　

一
男
（
現
）
63
歳

　

社
民
党
公
認
（
現
在
８
期
目
）

①
１
９
４
６
年
生
ま
れ
、
明
治
大

学
経
済
学
部
卒
、
花
巻
地
方
労
働

組
合
連
合
会
事
務
局
長
、
花
巻
市

国
保
運
営
協
議
会
会
長
②
市
議
会

総
務
常
委
員
、
花
巻
南
地
域
開
発

協
議
会
理
事
、
社
民
党
岩
手
県
連

合
副
代
表
。

▽
青
森
市
議
会
議
員
選
挙

　

斎
藤　

憲
雄
（
現
）
５８
歳

　

社
民
党
公
認
（
現
在
3
期
目
）

①
１
９
５
１
年
生
ま
れ
、
東
奥
義

塾
高
卒
、
国
鉄
入
社
、
国
労
青
森

支
部
・
地
本
役
員
、
１
９
９
８
年

青
森
市
議
会
議
員
初
当
選
②
市
議

会
都
市
建
設
常
任
委
員
会
委
員
・

同
新
幹
線
特
別
委
員
会
委
員
、
社

民
党
青
森
総
支
部
副
代
表

　

5
月
29
日
雫
石
町
の
ホ
テ
ル
大

観
に
お
い
て
、
平
和
環
境
岩
手
県

労
働
組
合
セ
ン
タ
ー
主
催
の
第
２

回
県
労
組
セ
ン
タ
ー
単
産
単
組
代

表
者
・
地
区
労
セ
ン
タ
ー
代
表
者

合
同
会
議
及
び
学
習
交
流
会
が
3

部
構
成
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
部
の
代
表
者
会
議
で
は
、
第

1
回
代
表
者
会
議
以
降
の
経
過
報

告
と
し
て
、
第
20
回
臨
時
総
会
で

の
役
員
交
代
や
岩
手
県
議
会
会
派

問
題
・
県
議
補
選
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
議
と
し
て
、
⑴
平
環

　
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
報
告
集
会
と

各
単
組
へ
の
お
礼
行
動
が
岩
手
県

側
で
、
馬
渕
茂
帯
広
闘
争
団
団
長

が
来
県
し
、
盛
岡
・
北
上
・
一

関
・
宮
古
地
区
な
ど
で
６
月
１５
日

〜
１８
日
の
間
に
展
開
さ
れ
る
。
今

行
動
は
、
解
決
へ
の
扉
を
大
き
く

開
い
た
こ
と
を
受
け
、
今
後
も
し

っ
か
り
と
闘
争
団
を
支
え
最
終
解

決
を
実
現
す
る
ま
で
の
闘
い
と
参

議
院
議
員
選
挙
で
の
奮
闘
を
期
し

て
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

組
合
員
の
多
く
の
参
加
を
。

　

今
回
、
国
労
東
日
本
本
部
ブ
ロ

ッ
ク
別
組
織
対
策
交
流
集
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
特
に
印
象
に
残
っ

た
の
は
、
組
織
部
長
提
起
の
拡
大

報
告
の
中
で
、
東
京
・
八
王
子
支

部
の
立
川
電
力
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ

ン
タ
ー
の
熊
谷
さ
ん
の
意
見
が
深

く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
少
な

い
人
数
で
３
人
の
方
が
国
労
復
帰

し
た
こ
と
。
な
ぜ
か
私
の
場
合
と

だ
ぶ
っ
て
の
思
い
で
聴
い
て
お
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
私
も
小
原
典

昭
さ
ん
（
青
森
駅
連
合
分
会
書
記

長
）
と
壇
上
に
上
が
り
、
ち
ょ
っ

と
緊
張
し
た
面
持
ち
で
国
労
へ
の

復
帰
の
気
持
ち
な
ど
を
説
明
し
ま

し
た
。

　

全
体
集
会
を
終
わ
り
、
場
所
を

移
し
て
の
分
散
会
に
入
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
意
見
が
出
た
の
は
、
若

い
人
が
入
っ
て
こ
な
け
れ
ば
、
い

ず
れ
国
労
は
消
滅
し
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
？
と
い
う
意
見
を
聞

く
と
何
と
も
い
え
ま
せ
ん
。
そ
れ

が
実
情
だ
と
思
い
ま
す
。
や
は
り

拡
大
に
は
Ｏ
Ｂ
の
力
も
必
要
に
な

っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
も
昨
年
３
月
１２
日
に
国
労

復
帰
し
ま
し
た
が
、
そ
の
前
は
東

労
組
で
し
た
。
東
労
組
と
い
う
組

合
は
、
個
人
重
視
、
組
合
そ
の
も

の
自
体
、
私
物
化
し
て
い
る
人
間

が
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
に
反

発
し
て
国
労
復
帰
を
決
め
ま
し
た
。

そ
の
時
、
私
に
や
さ
し
く
し
て
く

れ
た
先
輩
が
樋
口
さ
ん
で
し
た
。

　

国
労
に
入
る
ま
で
は
色
々
と
葛

藤
し
ま
し
た
が
、
今
で
は
国
労
に

入
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

　

夜
は
、
宴
会
で
盛
り
上
が
り
日

付
が
変
わ
っ
た
後
も
部
屋
で
飲
み

続
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
何
か

で
こ
う
し
た
会
に
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

青
森
駅
連
合
分
会　

能
登
谷
節
夫

　
　
　
　
　

◇

セ
ン
タ
ー
・
護
憲
連
盟
・
原
水

禁
・
憲
法
活
か
す
会
の
組
織
統
合

に
つ
い
て
、
⑵
参
議
院
選
挙
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
社
民
党
県
連
合
と
の
交
流

会
で
は
、
社
民
党
か
ら
現
状
報
告

と
し
て
「
普
天
間
基
地
問
題
・
政

局
」
に
つ
い
て
小
原
県
連
合
代
表

か
ら
報
告
を
受
け
、
福
島
社
民
党

党
首
の
閣
議
決
定
調
印
に
関
わ
る

少
子
化
担
当
相
罷
免
と
政
権
離
脱

問
題
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
最

中
で
も
あ
っ
た
の
で
、
タ
イ
ム
リ

ー
な
報
告
と
意
見
交
換
に
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
は
、
評
論
家
「
佐
高
信
氏
」

に
よ
る
「
誰
が
憲
法
を
つ
ぶ
そ
う

と
し
て
い
る
か
！
」
と
い
う
演
題

で
、
1
時
間
10
分
ほ
ど
の
講
演
会

で
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
で
、
「
鳩
山
首
相

は
、
連
立
・
地
元
よ
り
ア
メ
リ
カ

と
の
合
意
を
優
先
し
た
」
「
自
衛

隊
幹
部
な
ど
の
考
え
・
発
言
問

題
」
「
言
論
の
自
由
が
無
い
危
険

さ
」
や
故
城
山
三
郎
氏
の
「
戦
争

で
得
た
も
の
は
憲
法
だ
け
だ
」
な

ど
広
範
に
わ
た
る
内
容
で
し
た
が
、

厚
木
基
地
所
属
の
米
軍
戦
闘
機
墜

落
事
故
で
、
犠
牲
に
な
っ
た
家
族

の
話
を
聞
き
、
改
め
て
護
憲
の
思

い
を
強
く
し
ま
し
た
。

東日本本部ブロック別
組織対策交流集会

１
人
ひ
と
り
が
一
歩
前
に
踏
み
出
そ
う

１
人
ひ
と
り
が
一
歩
前
に
踏
み
出
そ
う

　

組
織
拡
大
の
波
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
５
月
17
日
の
水
戸
地
本
に
お
け
る
国
労
復
帰
で
、
2
0
0
6
年

の
一
括
和
解
以
降
78
人
、
そ
し
て
２０
ヶ
月
連
続
で
組
織
拡
大
を
勝
ち
取
っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
東
日
本
本
部
は
、
組
織
拡
大
運
動
の
交
流
を
目
的
に
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
交
流
会
を
取
り
組
む

こ
と
と
し
た
。
そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
５
月
２３
・
２４
日
の
２
日
間
、
千
葉
県
九
十
九
里
町
・
国
民
宿
舎
「
サ

ン
ラ
イ
ズ
九
十
九
里
」
に
て
盛
岡
地
本
・
千
葉
地
本
・
八
王
子
地
区
本
部
・
大
井
工
場
支
部
の
交
流
会
を
開

催
。
盛
岡
地
本
か
ら
は
復
帰
者
で
あ
る
能
登
谷
節
夫
さ
ん
を
は
じ
め
１２
人
が
参
加
し
、
全
体
で
は
７６
人
が
結

集
し
交
流
を
深
め
た
。
反
転
攻
勢
に
向
け
、
１
人
ひ
と
り
が
１
歩
前
に
踏
み
出
そ
う
！

阿部一男（７月・花巻市議選挙）
斎藤憲雄（10月・青森市議選挙）
＝議席確保に組合員の協力を＝

◇
平
和
環
境
岩
手
県
労
組
セ
学
習
会
◇

改
め
て
護
憲
の
思
い
を
強
く

　

岩
手
県
内
４
地
区
で

不
採
用
問
題
報
告
集
会

＝
馬
渕
帯
広
闘
争
団
団
長
来
県
＝

佐
高
信
氏（
評
論
家
）が
講
演




